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▲ 会員が作成した事例をもとに、話し手、聞き手、観察者に
分かれてロールプレイを行い、スキルアップを図っています。

▲ コロナ禍前は施設での傾聴活動
も行っていました。

を
傾
け
受
け
と
め
て
聴
く

一
期
一
会
の
想
い
で
相
手
の
気
持
ち
に
寄
り
添
っ
て

羽
村
市
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
糸
で
ん
わ

　
「
糸
で
ん
わ
」は
、
話
を
聴
い
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
る
人
の
気
持
ち
に
寄
り
添
い
、
受
け
止
め
、
お
話
を
伺
う
、
お
話

し
相
手
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
会
員
は「
相
手
の
お
話
を
否
定
や
反
論
せ
ず
に
、
あ
り
の
ま
ま
を
き
ち
ん
と
受
け
止
め
て
聴

く
」と
い
う
傾
聴
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
積
ん
で
お
ら
れ
、
活
動
を
始
め
て
17
年
目
に
な
り
ま
す
。

市
内
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通

じ
て
市
民
の
暮
ら
し
を
支
え
て
い
る

方
が
大
勢
い
ま
す
。
議
会
と
し
て
、

そ
の
よ
う
な
方
々
の
活
動
を
知
り
、

ま
た
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
ご
紹
介
し

な
が
ら
、
議
会
の
役
割
を
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
回
は
厚
生

委
員
会
が
担
当
し
ま
し
た
。

い
ま
す
。
以
前
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
施
設
や

個
人
宅
を
訪
問
し
て
い
ま
し
た
が
、
現

在
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
施
設
訪
問
は
全
て
中
止
し
、
個

人
宅
で
の
み
対
面
で
の
傾
聴
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

参
加
の
理
由
は

永
田　
眞
喜
子
さ
ん

　

自
分
自
身
、

誰
か
に
話
を
聞

い
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
た
時

に
、
傾
聴
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
講
習
会
を
知
り
ま
し
た
。「
聴

設
立
の
き
っ
か
け
と

�

具
体
的
な
活
動
は

松
本　
絹
代
さ
ん（
代
表
）

　
平
成
18
年
開

催
の
第
１
回
傾

聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
養
成
講
座
に

参
加
し
、
そ
の

時
の
受
講
者
５
人
で「
糸
で
ん
わ
」を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。
そ
の
年
の
11
月
か
ら

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
む
さ
し
の
園
で

傾
聴
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
現
在
、
15

人
程
度
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
65
歳
以
上
の
高
齢
者
や
、
軽
い
認
知

症
で
お
話
し
相
手
を
求
め
て
い
る
方
に

30
分
か
ら
１
時
間
ほ
ど
傾
聴
を
行
っ
て

く
」こ
と
に
惹
か
れ
、
参
加
し
ま
し
た
。

雙
木　
桂
子
さ
ん

　
仕
事
で
相
談

業
務
を
し
て
お

り
、
相
談
で
は

な
い
、「
傾
聴
」

と
し
て
聴
く
と

は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
興
味
が
あ
り
、

参
加
し
ま
し
た
。

小
林　
里
文
さ
ん

　
も
と
も
と
福

祉
セ
ン
タ
ー
で

活
動
を
し
て
い

る
手
話
サ
ー
ク

ル
に
入
っ
て
い

ま
し
た
。話
し
方
も
学
び
た
い
と
思
っ

【表紙の写真】（令和 4 年11月撮影）
福祉センターでの活動の様子
上：電話傾聴　下：定例会でのロールプレイ

※写真撮影時のみ、マスクをはずしています。

心
市民インタビュー31
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て
い
た
と
こ
ろ
、
活
動
施
設
が
同
じ
傾

聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
知
り
ま
し
た
。

藤
原　
正
義
さ
ん

　
定
年
後
、
家

庭
や
職
場
の
会

話
と
は
ま
た
違

う「
傾
聴
」に
惹

か
れ
、
４
年
前

か
ら
参
加
し
ま
し
た
。

市
野　
優
子
さ
ん

　
保
育
園
や
幼

稚
園
、
子
ど
も

家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー
で
相
談
員

を
し
て
お
り
、

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
傾
聴
の
勉
強
を
し

て
い
ま
し
た
。
仕
事
を
辞
め
た
後
、
こ

の
経
験
を
生
か
し
た
い
と
思
っ
て
い
た

と
こ
ろ
、
会
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

活
動
を
通
し
て
感
じ
る
こ
と

�

や
り
が
い
は

松
本　
言
葉
を
う
ま
く
話
せ
な
い
方
と

は
歌
を
一
緒
に
口
ず
さ
ん
で
い
ま
す
。

相
手
の
方
の
身
振
り
手
振
り
に
気
持
ち

が
乗
っ
て
い
る
の
を
見
る
と
、
楽
し
ん

で
く
れ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
て
、
嬉
し

い
で
す
。

永
田　
相
手
の
方
が「
話
せ
て
よ
か
っ

た
、
ス
ッ
キ
リ
し
た
」と
言
っ
て
い
た

だ
い
た
時
は
嬉
し
い
で
す
。
自
分
で
は

経
験
で
き
な
い
話
を
聴
か
せ
て
も
ら
え

て
勉
強
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
よ
。

雙
木　
施
設
訪
問
で
は
、
皆
さ
ん
、
人

恋
し
く
、
話
し
た
く
て
待
っ
て
い
る
の

を
感
じ
ま
す
。
帰
る
こ
ろ
に
は
生
き
生

き
と
し
て
い
て
、
自
分
が
行
く
こ
と
で

喜
ん
で
も
ら
い
、
役
に
立
っ
て
い
る
と

思
え
、
自
分
も
元
気
づ
け
ら
れ
ま
す
。

小
林　
傾
聴
を
通
し
て
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
を
大
事
に
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
相
手
の
方
の「
ま
た
来
て
く
だ

さ
い
、あ
り
が
と
う
」の
一
言
が
、一
番

嬉
し
い
で
す
ね
。

藤
原　
相
手
に
寄
り
添
っ
て
話
を
聴
く

こ
と
が
で
き
て
、
お
話
し
相
手
に
な
っ

て
良
か
っ
た
な
と
思
う
時
が
あ
り
ま
し

た
。
お
互
い
に
和
や
か
に
な
れ
た
こ
と

も
あ
り
、
参
加
し
て
よ
か
っ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。

新
た
に
開
始
し
た
電
話
傾
聴
と
は

松
本　
令
和
３
年
か
ら
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
方
に
電
話
傾
聴
を
行
っ
て
い

ま
す
。
令
和
４
年
７
月
か
ら
は
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
電
話
を
利
用
し
、
個
人
へ
の

傾
聴
も
始
め
ま
し
た
。
対
面
と
違
い
、

相
手
の
表
情
が
分
か
ら
ず
、
気
持
ち
に

寄
り
添
え
て
い
る
か
不
安
で
す
。
傾
聴

力
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
高
め

る
た
め
、
月
１
回
の
定
例
会
で
会
話
の

ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

（
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
）を
し
て
い
ま
す
。

永
田　
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
で
は
、
話
し
手

と
聞
き
手
の
間
に
パ
ネ
ル
を
置
き
、
相

手
の
視
線
や
表
情
が
見
え
な
い
よ
う
に

し
て
、
ひ
た
す
ら
耳
を
傾
け
て
聴
く
練

習
を
し
て
い
ま
す
。

市
野　
電
話
傾
聴
は
相
手
の
顔
は
見
え

ま
せ
ん
が
、
話
を
聴
く
こ
と
で
会
話
が

広
が
り
、
通
じ
合
え
て
い
る
よ
う
に
感

じ
、
嬉
し
い
で
す
ね
。

羽村市傾聴ボランティア・糸でんわ

	活動場所　  羽村市福祉センター（電話傾聴）／個人宅
※  コロナ禍前は特別養護老人ホームやデイサービスに

訪問し活動。（現在休止中）
	会　員　  30人　
	連絡先　  社会福祉協議会地域福祉係 

042-554-0304

月に1回、定例学習会を行っています。

傾
聴
と
は　
今
後
の
目
標
は

永
田　
傾
聴
は
言
葉
通
り
、
心
を
傾
け

て
相
手
の
話
を
聴
き
、
否
定
せ
ず
、
受

け
止
め
る
こ
と
で
す
。
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
青
い
ハ
ン

カ
チ
を
相
手
の
方
が「
白
い
」と
言
っ
て

も
、「
青
で
す
よ
」で
は
な
く
、「
白
に

見
え
る
ん
で
す
ね
」と
言
っ
て
寄
り
添

う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

松
本　
会
員
が
高
齢
な
の
で
、
若
い
方

に
も
入
会
し
て
ほ
し
い
で
す
。
今
年
は

５
人
新
た
に
入
会
し
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
ま
す
ま
す
必
要
と
さ
れ
る
活
動
だ
と

思
い
ま
す
の
で
、
長
く
続
く
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。

インタビューを終えて

　『糸でんわ』は、「結んだ糸と糸を伝わって
友達の声が聞こえる不思議さ、そして温か
さ。そんな気持ちを大切にしながら、傾聴を
通していろいろな人と触れ合っていきたいと
の思い」から名付けられました。トレーニン
グを重ねながら、たくさんの糸をつないでい
く活動に感銘を受けました。

*　*　*　*　*　*
お忙しいところご協力いただき、

ありがとうございました。
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審議した主な議案

議
案	

審	

議

市
長
提
出
議
案

■�

羽
村
市
職
員
の
定
年
を
引
き
上
げ

地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例

の
整
備
に
関
す
る
条
例

【
主
な
内
容
】　
地
方
公
務
員
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
地

方
公
務
員
の
定
年
が
段
階
的
に
65
歳
ま

で
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
関
係

条
例
の
規
定
を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

【
施
行
日
】　
公
布
の
日
お
よ
び
令
和
５

年
４
月
１
日

【
議
決
結
果
】　
原
案
可
決

■�

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律

の
施
行
に
伴
い
新
た
な
条
例
を
制
定

羽
村
市
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す

る
法
律
施
行
条
例

【
主
な
内
容
】　
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成

を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
個
人
情
報

の
保
護
に
関
す
る
法
律
が
改
正
さ
れ
、

同
法
に
よ
り
委
任
さ
れ
る
事
項
等
、
必

要
な
事
項
を
整
備
す
る
た
め
、
条
例
を

制
定
す
る
も
の
で
す
。

【
施
行
日
】　
令
和
５
年
４
月
１
日

【
議
決
結
果
】　
原
案
可
決

質
疑

こ
れ
ま
で
の
羽
村
市
個
人
情
報
保

護
条
例
で
は
、
高
い
レ
ベ
ル
で
個
人
情

報
が
守
ら
れ
て
き
た
。
国
の
法
律
に
ル

ー
ル
が
一
元
化
さ
れ
、
新
た
な
条
例
制

定
後
も
レ
ベ
ル
は
維
持
さ
れ
る
の
か
。

法
の
規
定
に
よ
り
、
安
全
性
は
維

持
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

法
改
正
に
よ
り
、
個
人
情
報
の
定

義
が
変
わ
る
が
、
死
者
に
関
す
る
情
報

は
保
護
さ
れ
る
の
か
。

遺
族
の
個
人
情
報
に
該
当
す
る
場

合
で
あ
れ
ば
、
個
人
情
報
と
し
て
保
護

さ
れ
る
。
情
報
開
示
に
お
い
て
も
適
正

に
保
護
さ
れ
る
。

国
の
法
律
で
あ
る
が
、
自
治
体
と

し
て
独
自
に
規
定
を
設
け
、
保
護
し
て

い
く
の
か
。

法
律
で
ル
ー
ル
が
一
元
化
さ
れ
る

た
め
、
条
例
で
制
定
で
き
る
こ
と
は
限

ら
れ
て
い
る
。
基
本
的
に
独
自
の
規
定

は
設
け
ず
、
法
律
に
則
り
、
適
正
な
事

務
を
行
う
。

■ 

第
５
回
臨
時
会
（
11
月
）
で
は
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
補
正

予
算
案
１
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

■ 

第
６
回
定
例
会
（
12
月
）
に
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、

条
例
に
関
す
る
議
案
６
件
、
補
正
予
算
案
４
件
、
そ
の
他
議
案

５
件
、
あ
わ
せ
て
15
件
を
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

■ 

議
員
提
出
議
案
は
、
意
見
書
案
１
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

■ 

審
査
し
た
陳
情
１
件
は
、
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　
主
な
議
案
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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討
論

反
対　
市
独
自
の
強
化
策
を
盛
り
込

む
べ
き
で
あ
り
、
個
人
情
報
の
一
部
を

匿
名
加
工
し
、
本
人
の
同
意
な
く
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
へ
の
利
活
用
が
可
能
と
な
る

法
律
に
則
し
た
本
条
例
に
反
対
。

�

（
日
本
共
産
党
）

賛
成　
デ
ー
タ
の
利
活
用
な
ど
の
利

点
が
あ
る
。
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、

地
域
特
性
を
生
か
し
た
要
配
慮
個
人
情

報
を
制
定
し
、
個
人
情
報
を
守
る
こ
と

を
求
め
、
賛
成
。�

（
令
和
か
が
や
き
）

反
対　
議
決
を
必
要
と
し
な
い
規
則

で
詳
細
を
定
め
、
審
議
会
設
置
や
本
人

収
集
の
原
則
も
な
く
、
自
治
体
独
自
の

範
囲
が
制
限
さ
れ
、
地
方
自
治
の
本
旨

に
反
す
る
法
律
に
則
し
た
本
条
例
に
反

対
。�

（
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

賛
成　
デ
ジ
タ
ル
化
に
対
応
し
た
国

際
的
な
制
度
調
和
に
向
け
、
別
々
の
運

用
で
あ
っ
た
個
人
情
報
の
保
護
水
準
を

全
国
一
律
化
す
る
た
め
に
法
律
が
改
正

さ
れ
た
。
そ
れ
に
伴
う
本
条
例
の
制
定

は
当
然
で
あ
り
、
賛
成
。�

（
新
政
会
）

■�

市
立
公
園
等
の
管
理
運
営
を
行
う

指
定
管
理
者
を
指
定

羽
村
市
立
公
園
等
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て

【
指
定
管
理
者
の
名
称
】

ウ
イ
ン
グ
パ
ー
ク（
日
産
緑
化
株
式
会

社
多
摩
支
店
・
株
式
会
社
大
進
緑
建
）

【
指
定
の
期
間
】　
令
和
５
年
４
月
１
日

か
ら
令
和
９
年
３
月
31
日
ま
で（
4
年
間
）

【
議
決
結
果
】　
原
案
可
決

質
疑

公
園
が
適
切
に
管
理
運
営
さ
れ
て

い
る
か
、
市
は
ど
の
よ
う
に
点
検
し
て

い
く
予
定
な
の
か
。

月
ご
と
に
事
業
報
告
を
提
出
し
て

も
ら
う
ほ
か
、
市
職
員
と
の
会
議
を
設

け
、
要
望
や
そ
の
対
応
な
ど
の
情
報
が

共
有
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
。

公
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
は
ど
う

な
っ
て
い
く
の
か
。

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
後
も
継

続
し
て
い
く
。
柔
軟
な
活
動
が
期
待
さ

れ
て
い
く
と
考
え
て
い
る
。

公
園
内
で
発
生
す
る
事
案
の
責
任

の
所
在
は
ど
う
な
る
の
か
。

損
害
賠
償
な
ど
の
第
一
次
的
な
責

任
は
指
定
管
理
者
が
有
す
る
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、
施
設
の
修
繕
に
つ
い
て
は
、

市
と
指
定
管
理
者
が
一
緒
に
管
理
検
討

し
て
い
く
。

指
定
管
理
者
制
度
に
よ
り
、
現
状

よ
り
レ
ベ
ル
ダ
ウ
ン
す
る
こ
と
は
な
い

の
か
。一

番
の
目
的
は
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
で
あ
り
、
よ
り
利
用
し
や
す
い
よ

う
、
共
に
努
力
し
て
い
く
。

現
在
担
当
し
て
い
る
職
員
は
ど
う

な
る
の
か
。

引
き
続
き
公
園
行
政
を
行
っ
て
い

く
。
指
定
管
理
者
制
度
を
行
う
こ
と
で
、

職
員
の
現
場
作
業
が
軽
減
し
、
公
園
の

在
り
方
な
ど
、
管
理
計
画
な
ど
に
集
中

し
た
業
務
と
な
る
。

議
員
提
出
議
案

■
意
見
書
を
可
決
し
ま
し
た

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
へ
の
助
成
を
求
め

る
意
見
書（
抜
粋
）

　
帯
状
疱
疹
は
、
過
去
に
水
痘
に
罹
患

し
た
者
が
、
加
齢
や
過
労
、
ス
ト
レ
ス

な
ど
に
よ
る
免
疫
力
の
低
下
に
よ
り
、
体

内
に
潜
伏
す
る
水
痘
・
帯
状
疱
疹
ウ
イ

ル
ス
が
再
燃
し
発
症
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
帯
状
疱
疹
の
発
症
予
防
の
た
め

に
は
ワ
ク
チ
ン
が
有
効
と
さ
れ
て
い
る

が
、
費
用
が
高
額
に
な
る
こ
と
か
ら
接

種
を
諦
め
る
高
齢
者
も
少
な
く
な
い
。

　
そ
こ
で
、
国
に
対
し
て
、
一
定
の
年

齢
以
上
の
国
民
に
対
す
る
帯
状
疱
疹
ワ

ク
チ
ン
の
有
効
性
等
を
確
認
し
、
そ
の

助
成
制
度
の
創
設
を
強
く
求
め
る
。

【
提
出
先
】　
衆
議
院
議
長
・
参
議
院
議

長
・
内
閣
総
理
大
臣
・
厚
生
労
働
大

臣
・
財
務
大
臣

【
議
決
結
果
】　
原
案
可
決

※ 

内
容
は
要
約
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
録
画
中
継　
（
12
月
９
日
・

12
月
21
日
分
）で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

指定管理者が管理運営していく市内公園のひとつ
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■市長提出議案の議決結果
＜第5回臨時会（11月）で全会一致となった議案＞

件名・概要 議決結果

令和4年度羽村市一般会計補正予算（第5号）
歳入歳出それぞれ1億1,113万2千円を増額し、補正後の予算額を歳入歳出それぞれ255億9,393万2千円とす
る。新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中、子育て世帯を支援する観点から、小・中学校に通う児
童生徒一人に対し２万円を支給するため、必要な経費等を計上する。

原案可決

＜第６回定例会（12月）で全会一致となった議案＞
件名・概要 議決結果

地方公務員法の一部を改正する法律の施行
に伴う関係条例の整備に関する条例
→P ４

原案可決

羽村市議会議員及び羽村市長の選挙におけ
る選挙運動の公費負担に関する条例の一部
を改正する条例
公職選挙法施行令の一部改正及び東京都議会議
員及び東京都知事の選挙における選挙運動の公
費負担に関する条例の一部改正に伴い、国政選
挙等の選挙運動の公費負担限度額が引き上げら
れたことから、公職選挙法に基づき規定した条
例の一部を改正する。

公益的法人等への羽村市職員の派遣等に関
する条例の一部を改正する条例
地方公務員法の一部を改正する法律の施行等に
伴い、条例の一部を改正する。

羽村市都市計画税条例の一部を改正する条例
令和４年度に限り設定されていた税負担を軽減
する特例措置が終了することに伴い、引き続き
令和５年度の特例措置を設けるため、条例の一
部を改正する。

羽村市情報公開・個人情報保護審査会条例
改正個人情報保護法の施行に伴い、保有個人情
報の開示決定等に関する審査請求については、
諮問の根拠規定が同法へ変更されることから、
審査会の設置規定等を整理することとし、審査
会に関する必要な事項について整備するため、
本条例を制定する。

令和４年度羽村市一般会計補正予算（第６号）
歳入歳出それぞれ1億8,944万3千円を増額し、
補正後の予算額を歳入歳出それぞれ257億
8,337万5千円とする。電気・ガス・燃料費等
の価格高騰に伴う、市内公共施設の光熱費等の
増加に対応するため、必要な経費等を計上する。

令和４年度羽村市一般会計補正予算（第７号）
歳入歳出それぞれ4,350万5千円を増額し、補
正後の予算額を歳入歳出それぞれ258億2,688
万円とする。羽村市商工会が実施するキャッシ
ュレス決済ポイント還元事業において、事業費
が予定額を超過する見込みのため、必要額を増
額する。

件名・概要 議決結果

令和４年度羽村市水道事業会計補正予算（第１号）
電気料金の値上げに伴い動力費と光熱水費を、
また、資本的支出の建設改良費をそれぞれ増額
する。

原案可決

令和４年度羽村市国民健康保険事業会計補
正予算（第２号）
滞納整理支援システムを導入するため、歳入歳
出それぞれ15万4千円を増額し、補正後の予算
額を歳入歳出それぞれ60億5,419万7千円とする。

羽村市農産物直売所の指定管理者の指定に
ついて

【指定管理者の名称】
羽村市農産物直売所運営委員会・西多摩農業協
同組合

【指定の期間】
令和5年4月1日から令和9年3月31日まで

羽村市弓道場の指定管理者の指定について
【指定管理者の名称】
特定非営利活動法人羽村市体育協会

【指定の期間】
令和5年4月1日から令和9年3月31日まで

羽村市立公園等の指定管理者の指定について
→P ５

旧自然休暇村解体工事請負契約について
旧自然休暇村解体工事を施工するため、請負契
約を締結する。

【契約金額】
3億5,750万円

【契約の相手方】
株式会社前田産業東京支店

【契約の期間】
契約確定日の翌日から令和6年3月15日まで

固定資産評価審査委員会委員の選任について
固定資産評価審査委員会委員の任期満了に伴
い、秋山法氏を委員に選任したいので、議会の
同意を求める。

【任期】
令和4年12月20日〜令和7年12月19日

原案同意
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◆会派とは、政治上の主義や政策が同じ議員の集まりで、議会活動を行う上での
　基礎となります。

櫻
さくら

沢
ざわ

　　康
やすし

梶
かじ

　　正
まさ

明
あき

高
たか

田
だ

　和
かず

登
と

濱
はま

中
なか

　俊
とし

男
お

中
なか

嶋
じま

　　勝
まさる

富
とみ

永
なが

　訓
のり

正
まさ

西
にし

川
かわ

美
み

佐
さ

保
ほ

石
いし

居
い

　尚
ひさ

郎
お

大
おお

塚
つか

あかね
馳
はせ

平
ひら

　耕
こう

三
ぞう

水
みず

野
の

　義
よし

裕
ひろ

山
やま

崎
ざき

　陽
よう

一
いち

公 明 党 令和かがやき 世　論

印
いん

南
なみ

　修
しゅう

太
た

自由民主党創生

門
もん

間
ま

　淑
ひで

子
こ

 

市民ネットワーク

浜
はま

中
なか

　　順
じゅん

鈴
すず

木
き

　拓
たく

也
や

日本共産党
秋
あき

山
やま

　義
よし

徳
のり

冨
とみ

松
まつ

　　崇
たかし

新 政 会新 緑 会

＜第６回定例会（12月）で賛否の分かれた議案＞

件名・概要
会派名（数字は人数）

本会議での
議決結果緑 公 令 共 新 ネ 世 自

（4）（4）（3）（2）（2）（1）（1）（1）

羽村市個人情報の保護に関する法律施行条例　
→ P ４ 〇 〇 〇 × 〇 × × 〇 原案可決

■陳情の審議結果

件名 審査した
委員会

会派名（数字は人数）
本会議での
議決結果緑 公 令 共 新 ネ 世 自

（4）（4）（3）（2）（2）（1）（1）（1）

羽村市議会会議規則に「請願の紹介議員
の成立手続の根拠条文」を明記する改正
を求める陳情

議会運営
委員会 × × × × × × × × 不採択

■議員提出議案の審議結果
件名 本会議での

議決結果

帯状疱疹ワクチンへの助成を求める意見書　
→ P ５ 原案可決

■各会派の賛否■ 　議案／ 〇…賛成　　×…反対　
 　陳情／ 〇…採択　　×…不採択　　

■会 派 名■ 　緑…新緑会　　公…公明党　　　　　　　令…令和かがやき　　共…日本共産党
 　新…新政会　　ネ…市民ネットワーク　　世…世論　　　　　　自…自由民主党創生

凡　
例
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市政について問う

一
般	

質	

問

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
市
の
施
策
の
状
況
な
ど
に

つ
い
て
質
問
す
る
こ
と
で
す
。

第
６
回
定
例
会
で
は
、

12
月
６
日
、
７
日
、
８
日
の
３
日
間
に
わ
た
り

17
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
要
旨
を
お
伝
え
し
ま
す
。

※
原
稿
は
、
議
員
自
身
が
要
約
し
作
成
し
て
い
ま
す
。

※
答
弁
内
容
は
、
12
月
時
点
の
も
の
で
す
。

都
市
計
画
道
路
３・４・12
号

�

線
沿
い
の
整
備
に
つ
い
て

質
問
　
物
流
セ
ン
タ
ー
が
神
明

台
２
丁
目
に
進
出
し
た
場
合
の

近
隣
の
交
通
安
全
対
策
は
。

市
長
　
警
視
庁
と
の
協
議
を
踏

ま
え
、
周
辺
道
路
の
交
通
安
全

対
策
を
図
っ
て
い
く
。

質
問
　
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
の
建
設

計
画
の
現
状
と
今
後
の
市
の
取

組
み
は
。

市
長
　
新
た
な
事
業
計
画
の
情

報
は
な
く
、
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
株

式
会
社
に
対
し
、
早
期
に
土
地

活
用
を
図
る
よ
う
働
き
か
け
て

い
く
。

質
問
　
川
崎
・
羽
東
付
近
は
通

り
抜
け
の
車
が
生
活
道
路
ま
で

入
り
、
恒
常
的
な
朝
夕
の
渋
滞

が
続
い
て
い
る
。
問
題
解
消
の

た
め
、
羽
村
大
橋
拡
幅
工
事
を

一
日
も
早
く
着
工
す
る
よ
う
強

く
東
京
都
に
要
請
す
べ
き
で
は
。

市
長
　
東
京
都
を
は
じ
め
、
あ

き
る
野
市
、
警
視
庁
と
の
連
携

協
力
と
情
報
共
有
に
努
め
、
工

事
の
早
期
着
手
に
向
け
、
積
極

的
に
対
応
し
て
い
く
。

子
ど
も
の
幸
せ
を

�

最
優
先
す
る
社
会
を

質
問
　
国
の
出
産
・
子
育
て
応

援
交
付
金
事
業
の
伴
走
型
相
談

支
援
な
ど
、
今
後
、
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
く
の
か
。

市
長
　
事
業
の
開
始
時
期
や
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
を
東
京
都
や
多

摩
地
域
の
各
自
治
体
と
も
情
報

交
換
す
る
中
で
、検
討
し
て
い
く
。

質
問
　
小
学
生
の
放
課
後
対
策

の
民
営
化
に
際
し
、
業
者
選
定

と
質
の
担
保
は
。

市
長
　
学
童
ク
ラ
ブ
の
安
定
的

な
運
営
と
質
の
向
上
を
図
る
こ

と
は
重
要
で
あ
り
、
事
業
者
選

定
も
含
め
、
一
部
の
施
設
で
公

設
民
営
に
よ
る
運
営
を
試
行
的

に
実
施
す
る
こ
と
を
検
討
し
て

い
る
。

石居 尚郎 議員（公明党）

《Ｑ》神明台２丁目に物流センターが進出した際の対策は
《Ａ》警視庁と協議し、周辺道路の交通安全対策を図る

神明台２丁目物流センター建設予定地
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喫
緊
の
課
題
で
あ
る

�

デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
に
つ
い
て

質
問
　
こ
れ
ま
で
も
提
案
し
て

き
た
「
母
子
手
帳
の
デ
ジ
タ
ル

化
」
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

市
長
　
母
子
健
康
手
帳
に
記
載

す
る
内
容
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

等
で
管
理
す
る
こ
と
が
で
き
る

「
子
育
て
支
援
ア
プ
リ
」
の
導

入
を
検
討
し
て
い
く
。

関
係
人
口
を
増
や
す
取
組
み

�

と
観
光
施
策
に
つ
い
て

質
問
　
こ
れ
ま
で「
軽
便
鉄
道
」

の
軌
跡
を
残
す
施
策
を
議
会
で

提
案
し
て
き
た
。
関
係
人
口
を

増
や
す
例
と
し
て
、
鉄
道
マ
ニ

ア
や
関
心
の
高
い
人
に
呼
び
か

け
て
、
市
の
歴
史
を
興
味
深
く

残
す
方
法
な
ど
に
つ
い
て
協
力

い
た
だ
い
て
は
ど
う
か
。

市
長
　
地
域
の
歴
史
や
郷
土
羽

村
を
学
ぶ
上
で
有
用
な
素
材
で

あ
る
。
鉄
道
フ
ァ
ン
な
ど
地
域

以
外
の
方
々
に
も
興
味
を
持
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
羽
村
の

歴
史
に
注
目
が
集
ま
る
こ
と
な

ど
も
考
え
ら
れ
る
。
今
後
、
関

係
人
口
を
増
や
す
取
組
み
の
方

法
の
一
つ
と
し
て
、
参
考
に
し

て
い
く
。

生
活
習
慣
病

 

「
重
症
化
予
防
」
に
つ
い
て

質
問
　
血
圧
等
を
入
力
す
る
だ

け
で
３
年
後
の
糖
尿
病
発
症
リ

ス
ク
が
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
で
表

示
さ
れ
る
「
糖
尿
病
リ
ス
ク
予

測
ツ
ー
ル
」
を
国
立
国
際
医
療

研
究
セ
ン
タ
ー
が
配
信
し
て
い

る
。
市
公
式
サ
イ
ト
に
リ
ン
ク

を
張
り
付
け
て
は
。

市
長
　
将
来
的
な
見
通
し
を
確

認
で
き
る
ツ
ー
ル
の
１
つ
と
し

て
、有
効
で
あ
る
と
考
え
、市
公

式
サ
イ
ト
等
で
広
く
周
知
す
る
。

■
そ
の
他
の
質
問

女
性
の
「
デ
ジ
タ
ル
人
材
」
の
育

成
に
つ
い
て

西川 美佐保 議員（公明党）

《Ｑ》母子手帳のデジタル化に取り組むべきでは
《Ａ》「子育て支援アプリ」の導入を検討していく

電子母子手帳のイメージ

羽
村
市
の
シ
テ
ィ

�

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

質
問
　
事
業
の
目
的
・
目
標
は
。

市
長
　
20
代
・
30
代
の
共
働
き

世
帯
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
、
転

出
抑
制
と
転
入
促
進
に
つ
な
が

る
取
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
定

住
人
口
の
減
少
に
対
応
し
て
い

く
こ
と
で
住
民
福
祉
の
増
進
を

図
り
、
ま
ち
の
持
続
的
な
発
展

を
実
現
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
・

目
標
と
し
て
い
る
。

質
問
　
自
治
体
の
経
済
基
盤
を

維
持
し
、
地
域
を
活
性
化
す
る

た
め
に
「
地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
を
通
し
て
地
域
の
イ
メ
ー
ジ

を
向
上
さ
せ
る
」「
地
域
へ
の

人
の
往
来
を
増
や
す
」
こ
と
に

も
力
を
入
れ
る
べ
き
で
は
。

市
長
　
市
内
外
を
問
わ
ず
、
市

民
、
団
体
、
事
業
者
と
行
政
が
、

そ
れ
ぞ
れ
主
体
的
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
連
携
す
る
こ
と
で

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
さ

ら
に
推
進
し
、
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
い
て

質
問
　
こ
れ
ま
で
市
内
事
業
者

の
受
注
機
会
の
創
出
に
つ
い
て

訴
え
て
き
た
。
そ
の
後
、
市
の

方
針
に
変
更
が
あ
っ
た
の
か
。

市
長
　
羽
村
市
指
名
競
争
入
札

参
加
者
指
名
基
準
を
設
け
て
い

る
。
市
が
発
注
す
る
建
設
工
事

等
の
指
名
競
争
入
札
に
参
加
す

る
事
業
者
を
指
名
す
る
際
に
、

市
内
事
業
者
を
優
先
し
て
指
名

す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し

て
お
り
、
変
更
は
な
い
。
地
域

経
済
の
活
性
化
の
観
点
か
ら
、

市
内
事
業
者
の
受
注
機
会
の
確

保
は
大
変
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
今
後
も
関
係
法
令
を

遵
守
し
、
競
争
性
・
公
平
性
・

透
明
性
を
担
保
し
つ
つ
契
約
事

務
を
進
め
て
い
く
。

冨松 崇 議員（新政会）

《Ｑ》シティプロモーション事業の目的・目標は

《Ａ》住民福祉の増進、まちの持続的な発展を実現させること

戦略ロジックモデル
（羽村市シティプロモーション基本方針より）
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大塚 あかね 議員（令和かがやき）

《Ｑ》住まいを確保するため、居住支援協議会の設置を！
《Ａ》市内関係団体の意向把握に努める

住
宅
確
保
支
援
に
対
す
る

�

羽
村
市
の
考
え
を
伺
う

　

所
得
の
低
い
方
、
高
齢
者
、

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
住
ま
い
の

確
保
に
苦
労
す
る
人
は
多
い
。

公
営
住
宅
の
増
加
が
見
込
め
な

い
現
在
、
民
間
賃
貸
住
宅
を
活

用
し
た
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。

質
問
　
住
宅
確
保
へ
の
取
組
み
は
。

市
長
　
市
営
住
宅
の
入
居
時
に

連
帯
保
証
人
の
確
保
を
不
要
と

す
る
条
例
改
正
を
行
っ
た
。
ま

た
、
相
談
が
あ
っ
た
際
は
、
民

間
賃
貸
住
宅
で
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ

ッ
ト
制
度
に
登
録
し
て
い
る
住

宅
の
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。

質
問
　
住
み
慣
れ
た
地
域
に
暮

ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、「
※
居

住
支
援
協
議
会
」を
立
ち
上
げ

て
は
。

市
長
　
市
内
の
関
係
団
体
の
意

向
把
握
に
努
め
て
い
く
。

介
護
す
る
家
族
の
負
担
を

�

軽
減
す
る
仕
組
み
を
求
め
る

質
問
　「
高
齢
者
お
む
つ
支
給
」

は
入
院
、
施
設
入
所
と
な
る
と

支
給
停
止
と
な
る
。
介
護
保
険

料
を
納
め
て
い
る
こ
と
等
を
考

え
、
支
給
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長
　
在
宅
福
祉
の
増
進
を
図

る
市
独
自
の
取
組
み
で
あ
り
、

支
給
は
考
え
て
い
な
い
。

質
問
　「
高
齢
者
福
祉
電
話
」

は
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
解
消
も

兼
ね
て
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

貸
与
は
行
え
な
い
の
か
。

市
長
　
容
易
に
操
作
で
き
る
固

定
電
話
を
ご
利
用
い
た
だ
く
。

羽
村
市
は
い
つ

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
を

 

開
始
す
る
の
か

質
問
　
西
多
摩
初
の
制
度
開
始

を
目
指
し
て
は
い
か
が
か
。

市
長
　
令
和
５
年
度
か
ら
導
入

で
き
る
よ
う
調
整
を
進
め
る
。

セーフティネット住宅の仕組み
（国土交通省公式ウェブサイトより）

※��

居
住
支
援
協
議
会
…
自
治
体
、
不
動
産
関

係
団
体
、
社
会
福
祉
法
人
が

連
携
し
、
要
配
慮
者
の
民
間

賃
貸
住
宅
へ
の
円
滑
な
入

居
を
支
援
す
る
協
議
会

指
定
管
理
者
制
度
の

 

導
入
に
つ
い
て

質
問
　
市
立
公
園
・
児
童
遊
園

に
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
す

る
こ
と
で
期
待
さ
れ
る
効
果
は
。

市
長
　
市
民
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
か

つ
迅
速
に
対
応
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
ま
た
、
民
間
事
業
者
の

豊
富
な
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
や
創
意

工
夫
に
よ
り
、
効
果
的
か
つ
効

率
的
な
施
設
運
営
や
、
新
た
な

事
業
展
開
が
可
能
と
な
り
、
施

設
の
機
能
を
最
大
限
に
発
揮
し
、

利
用
者
の
増
加
等
が
期
待
で
き

る
。
ひ
い
て
は
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
質
の
よ
り
一
層
の
向
上
を

図
る
こ
と
が
で
き
る
。

質
問
　
町
内
会
・
自
治
会
や
高

齢
者
ク
ラ
ブ
な
ど
の
地
域
の
団

体
と
の
関
係
は
ど
う
な
る
の
か
。

市
長
　
制
度
導
入
後
も
町
内

会
・
自
治
会
や
高
齢
者
ク
ラ
ブ
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ま
と
共

に
、
協
働
意
識
を
持
ち
、
地
域

に
密
着
し
た
管
理
運
営
を
行
う

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
引
き
続

き
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ま
に
ご

協
力
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

質
問
　
他
施
設
へ
の
指
定
管
理

者
の
導
入
を
検
討
し
て
い
る
か
。

市
長
　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
へ

の
導
入
の
有
効
性
を
検
討
し
て

い
る
。

高
齢
者
・
障
害
者
を
災
害
か

ら
守
る
避
難
計
画
に
つ
い
て

質
問
　
避
難
行
動
要
支
援
者
個

別
避
難
計
画
の
作
成
を
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

市
長
　
要
支
援
者
の
う
ち
、
計

画
作
成
の
優
先
度
の
高
い
方
は
、

現
時
点
で
約
３
０
０
人
い
る
。

令
和
５
年
１
月
か
ら
約
30
人
分

を
作
成
し
、
令
和
５
年
度
か
ら

令
和
７
年
度
ま
で
の
３
年
間
で

約
２
７
０
人
分
の
作
成
を
予
定

し
て
い
る
。

秋山 義徳 議員（新政会）

《Ｑ》他施設への指定管理者の導入を検討しているか

《Ａ》スポーツセンターへの導入の有効性を検討中

指定管理者制度が導入される市立公園の
ひとつ（Ｓ＆Ｄスポーツパーク富士見）
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旧
市
営
小
作
駅
前

 

駐
車
場
用
地
に
つ
い
て

　
市
公
式
サ
イ
ト
に
一
般
競
争

入
札
に
よ
る
市
有
地
の
売
却
対

象
と
し
て
掲
載
さ
れ
、
売
却
に

向
け
た
手
続
き
が
進
ん
で
い
る
。

質
問
　
ど
ん
な
建
築
物
が
可
能

で
、
最
大
何
階
ま
で
建
て
ら
れ

る
か
。

市
長
　
都
市
計
画
法
上
、
建
築

可
能
な
建
物
用
途
に
は
、
住
宅
、

店
舗
、
事
務
所
、
ホ
テ
ル
、
遊

戯
施
設
、
公
共
施
設
、
病
院
、

学
校
、
倉
庫
、
床
面
積
１
５
０

平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
工
場
な

ど
が
あ
る
。
建
物
階
数
に
つ
い

て
は
、
様
々
な
規
制
の
範
囲
内

で
建
築
主
の
意
向
に
よ
り
設
計

や
土
地
利
用
が
図
ら
れ
る
た
め
、

最
大
階
数
を
示
す
こ
と
は
で
き

な
い
。

質
問
　
市
は
売
却
後
、
ど
の
よ

う
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
望
ん

で
い
る
か
。

市
長
　
駅
前
と
い
う
立
地
や
商

業
系
の
用
途
地
域
な
ど
の
特
性

を
生
か
し
た
高
度
利
用
に
よ
り
、

ま
ち
に
活
力
を
も
た
ら
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。

質
問
　
売
却
に
際
し
、
歩
道
部

分
も
含
め
て
売
却
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
が
、
売
却
後
の
歩

道
確
保
は
さ
れ
な
い
の
か
。

市
長
　
福
生
警
察
署
と
の
協
議

で
当
該
箇
所
に
必
ず
し
も
歩
道

を
確
保
す
る
必
要
は
な
い
と
の

見
解
を
得
て
い
る
こ
と
か
ら
、

売
却
後
に
、
改
め
て
歩
道
を
設

置
す
る
考
え
は
な
い
。
歩
道
に

代
わ
る
安
全
対
策
と
し
て
６
メ

ー
ト
ル
の
幅
員
の
中
に
区
画
線

や
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン
な
ど
の
交

通
安
全
施
設
を
設
置
し
、
歩
行

者
の
安
全
を
確
保
し
て
い
く
。

■
そ
の
他
の
質
問

高
校
生
等
医
療
費
助
成
制
度
に
つ

い
て

梶 正明 議員（新緑会）

《Ｑ》市は売却後、どう活用されることを望むか
《Ａ》まちに活力をもたらしていただくことが望ましい

売却に向けての手続きが行われている
旧市営小作駅前駐車場用地

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

�

の
検
討
状
況
に
つ
い
て
伺
う

質
問
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク

ー
ル
の
検
討
状
況
と
タ
イ
ム
テ

ー
ブ
ル
は
。

教
育
長
　
現
在
、
令
和
５
年
度

か
ら
導
入
を
希
望
す
る
２
校
が

準
備
を
進
め
て
お
り
、
そ
の
ほ

か
の
８
校
は
令
和
６
年
度
か
ら

導
入
す
る
こ
と
と
な
る
。

質
問
　
す
で
に
導
入
し
て
い
る

自
治
体
か
ら
は
様
々
な
報
告
が

あ
る
が
、
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ

ッ
ト
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

教
育
長
　「
学
校
と
地
域
が
情

報
を
共
有
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
」「
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
が

進
ん
だ
」
な
ど
の
報
告
が
あ
る
。

一
方
、「
学
校
運
営
協
議
会
で

協
議
す
べ
き
課
題
が
提
出
さ
れ

な
い
と
定
期
的
な
報
告
が
中
心

と
な
り
、
効
果
が
発
揮
で
き
な

い
」
と
い
っ
た
報
告
も
あ
る
。

質
問
　
各
学
校
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
（
保
護
者
・
地
域
住
民
）
側

か
ら
導
入
を
希
望
す
る
具
体
的

な
要
望
は
あ
っ
た
か
。

教
育
長
　
学
校
側
か
ら
は
導
入

を
検
討
し
た
い
と
の
声
は
あ
っ

た
が
、
地
域
や
保
護
者
か
ら
は

な
か
っ
た
。

質
問
　
こ
れ
ま
で
、
羽
村
市
教

育
委
員
会
は
小
中
一
貫
教
育
や

学
期
制
の
変
更
に
つ
い
て
、
教

育
委
員
会
主
導
で
全
校
一
斉
に

行
っ
て
き
た
が
、
学
校
や
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
現
状
に
応
じ
て
始

め
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

教
育
長
　
希
望
す
る
２
校
か
ら

は
じ
め
、
令
和
６
年
度
か
ら
全

校
で
導
入
す
る
。

■
そ
の
他
の
質
問

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
（
全
国
瞬
時
警
報
シ

ス
テ
ム
）
が
発
令
さ
れ
た
ら
市
民

は
何
を
す
べ
き
か
／
急
増
す
る
孤

独
死
に
ど
う
対
応
す
る
か

市内の学校

《Ｑ》コミュニティ・スクールの検討状況は
《Ａ》令和５年度に２校、令和６年度には全校で導入する

馳平 耕三 議員（令和かがやき）
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毎
日
プ
レ
ー
パ
ー
ク
場
を

�

つ
く
ろ
う

　
プ
レ
ー
パ
ー
ク
と
は
、
ど
ろ

ん
こ
遊
び
、
木
登
り
、
水
遊
び

な
ど
が
自
由
に
で
き
る
冒
険
遊

び
場
の
こ
と
で
あ
る
。
プ
レ
ー

リ
ー
ダ
ー
と
い
う
大
人
が
見
守

る
こ
と
で
、
危
険
を
回
避
し
な

が
ら
、
の
び
の
び
と
遊
ぶ
こ
と

が
で
き
る
。

質
問
　「
は
む
ら
プ
レ
ー
パ
ー

ク
の
会
」
が
、
多
く
の
市
民
を

集
め
て
活
動
を
続
け
て
い
る
。

ど
う
評
価
し
て
い
る
か
。

市
長
　
会
の
活
動
は
、
子
ど
も

た
ち
の
自
主
性
、
創
造
力
、
冒

険
心
な
ど
を
育
み
、
子
ど
も
た

ち
の
心
身
の
健
全
育
成
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
。

質
問
　
水
上
公
園
や
、
羽
村
駅

西
口
区
画
整
理
地
区
内
の
市
有

地
を
活
用
し
て
、「
毎
日
プ
レ

ー
パ
ー
ク
場
」
を
つ
く
っ
て
は

ど
う
か
。

市
長
　「
毎
日
プ
レ
ー
パ
ー
ク

場
」
を
設
置
す
る
の
で
は
な
く
、

自
由
に
遊
び
た
く
な
る
公
共
空

間
を
創
出
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
だ
と
考
え
て
お
り
、
そ
う
し

た
中
で
、「
は
む
ら
プ
レ
ー
パ

ー
ク
の
会
」
な
ど
を
支
援
し
て

い
く
。

生
活
保
護
は

 

ど
う
な
っ
て
い
る
？

質
問
　
仕
事
を
し
て
い
る
人
、

年
金
を
も
ら
っ
て
い
る
人
、住
宅

を
持
っ
て
い
る
人
で
も
、
生
活

に
困
窮
し
た
時
に
は
、
生
活
保

護
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
。

市
長
　
世
帯
の
収
入
が
基
準
額

を
下
回
っ
て
い
る
場
合
に
は
、

受
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

質
問
　「
保
護
を
受
け
る
の
は

申
し
訳
な
い
」
と
の
意
見
に
つ

い
て
、
ど
う
考
え
る
か
。

市
長
　
お
困
り
の
際
に
は
、
遠

慮
な
く
ご
相
談
い
た
だ
き
た
い
。

鈴木 拓也 議員（日本共産党）

《Ｑ》水上公園などに毎日プレーパーク場をつくってはどうか
《Ａ》自由に遊びたくなる公共空間を創出していく

プレーパークの様子

《Ｑ》女性にAEDを使うことをためらわないよう啓発しては

《Ａ》今後、配慮の方法を市公式サイトで周知する

救
命
活
動
に
つ
い
て

質
問
　
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
場
所
は

市
公
式
サ
イ
ト
に
よ
る
と
１
２

５
か
所
あ
り
、
防
災
マ
ッ
プ
は

む
ら
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
確

認
で
き
る
。
設
置
場
所
を
も
っ

と
増
や
す
考
え
は
な
い
か
。

市
長
　
必
要
性
な
ど
を
精
査
し
、

公
共
施
設
等
へ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設

置
を
進
め
て
い
く
。

質
問
　「
全
国
Ａ
Ｅ
Ｄ
マ
ッ
プ
」

に
羽
村
市
役
所
は
掲
載
さ
れ
て

い
な
い
。
デ
ー
タ
を
更
新
す
べ

き
で
は
。

市
長
　
改
め
て
更
新
の
届
け
出

を
行
っ
た
。

質
問
　
以
前
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
コ
ン

ビ
ニ
へ
の
設
置
に
つ
い
て
提
案

し
た
が
、
コ
ン
ビ
ニ
と
の
包
括

協
定
の
状
況
は
。

市
長
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
た
め
、
協
議
が
中
断

し
て
い
る
が
、
再
開
で
き
る
よ

う
働
き
か
け
て
い
く
。

質
問
　
徳
島
県
石
井
町
で
は
公

共
施
設
内
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
屋
外
に

移
設
し
た
。市
で
も
検
討
し
て
は
。

市
長
　
有
効
性
、
破
損
や
盗
難

な
ど
の
リ
ス
ク
を
施
設
ご
と
に

判
断
し
検
討
す
る
。

質
問
　
東
京
都
大
田
区
は
、
費

用
が
か
か
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
屋
外
設

置
を
行
っ
て
い
る
事
業
所
に
補

助
を
し
て
い
る
。市
で
も
検
討
し

て
は
。

市
長
　
情
報
を
収
集
し
、調
査・

研
究
す
る
。

質
問
　
町
内
会
連
合
会
が
２
０

０
５
年
か
ら
実
施
し
て
い
る
普
通

救
命
技
能
講
習
修
了
者
の
数
は
。

市
長
　
１
０
１
１
人
で
あ
る
。

質
問
　
多
摩
府
中
保
健
所
が

「
女
性
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
う
の
を

た
め
ら
わ
な
い
で
!!
」
と
啓
発

を
し
て
い
る
。
市
で
も
同
様
の

啓
発
を
し
て
は
ど
う
か
。

市
長
　
今
後
、
配
慮
の
方
法
を

市
公
式
サ
イ
ト
上
で
周
知
す
る
。

■
そ
の
他
の
質
問

小
・
中
学
校
の
テ
ス
ト

に
つ
い
て

高田 和登 議員（新緑会）

女
性
へ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
啓
発
ポ
ス
タ
ー

（
多
摩
府
中
保
健
所
の
公
式
サ
イ
ト
よ
り
）
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ど
の
子
も
生
き
生
き
と

�

伸
び
る
教
育
を　
第
３
弾

質
問
　
小
学
校
の
体
育
館
へ
の

エ
ア
コ
ン
設
置
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

教
育
長
　
夏
季
休
業
期
間
中
の

利
用
頻
度
が
中
学
校
と
比
べ
低

い
た
め
、
現
在
の
と
こ
ろ
設
置

し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
近
年

の
夏
場
の
異
常
な
気
温
上
昇
に

よ
る
教
育
環
境
へ
の
影
響
や
災

害
時
の
避
難
所
と
し
て
の
使
用

を
踏
ま
え
、
エ
ア
コ
ン
設
置
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

横
田
基
地
に
起
因
す
る

 

危
険
・
騒
音
を
取
り
除
こ
う

　
８
月
に
Ｃ
Ｖ-

22
オ
ス
プ
レ

イ
は
ク
ラ
ッ
チ
不
具
合
に
よ
り

飛
行
停
止
と
な
っ
た
。
原
因
が

解
明
さ
れ
な
い
ま
ま
９
月
に
は

飛
行
が
再
開
さ
れ
た
。
軍
事
訓

練
の
強
化
の
中
で
、
大
惨
事
の

回
避
と
平
穏
な
生
活
を
確
保
す

る
こ
と
が
市
民
の
強
い
願
い
で

あ
る
。

質
問
　
市
公
式
サ
イ
ト
に
よ
る

飛
行
再
開
の
説
明
で
は
市
民
は

理
解
し
が
た
い
と
思
わ
れ
る
。

「
不
具
合
の
原
因
が
不
明
な
ま

ま
で
の
危
険
な
飛
行
は
さ
せ
な

い
」
と
い
う
強
い
意
志
で
積
極

的
な
働
き
か
け
が
必
要
と
考
え

る
が
、
ど
の
よ
う
な
働
き
か
け

が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

市
長
　
機
体
の
安
全
性
や
運
用

に
関
す
る
基
地
周
辺
住
民
の
不

安
が
解
消
さ
れ
る
よ
う
、
安
全

確
保
の
徹
底
は
も
と
よ
り
、
十

分
な
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と

を
、
横
田
基
地
に
関
す
る
東
京

都
と
周
辺
市
町
連
絡
協
議
会
を

通
じ
て
米
軍
及
び
国
に
対
し
文

書
要
請
し
た
。
連
絡
協
議
会
が

米
軍
と
国
に
対
し
毎
年
行
っ
て

い
る
総
合
要
請
に
も
、
今
年
度

は
地
上
待
機
措
置
及
び
解
除
に

関
す
る
説
明
責
任
に
つ
い
て
盛

り
込
む
よ
う
調
整

し
て
い
る
。

浜中 順 議員（日本共産党）

《Ｑ》小学校体育館のエアコン設置をどう考えているか？
《Ａ》夏場の教育環境保持、災害時の使用を考え、検討する

市内小学校の体育館

羽
村
駅
西
口
土
地
区
画
整
理

�

事
業
は
抜
本
的
に
見
直
し
を

質
問
　
羽
村
駅
西
口
駅
前
は
通

勤
・
通
学
者
の
安
全
の
た
め
に
、

区
画
整
理
と
切
り
離
し
優
先
整

備
を
し
て
は
ど
う
か
。

市
長
　
羽
村
駅
西
口
土
地
区
画

整
理
事
業
に
関
す
る
検
証
会
議

か
ら
の
提
言
を
参
考
に
、
国
や

東
京
都
と
の
協
議
を
含
め
、
市

と
し
て
十
分
な
検
討
を
行
い
、

事
業
の
最
適
な
進
め
方
を
導
き

出
し
て
い
く
。

質
問
　
40
メ
ー
ト
ル
の
道
路
幅

は
住
民
が
望
ん
だ
も
の
か
。

市
長
　
都
市
計
画
道
路
３・４・

12
号
線
の
幅
員
は
、
川
崎
地
区

の
生
活
道
路
へ
の
通
過
車
両
抑

制
、
羽
村
大
橋
東
詰
の
渋
滞
緩

和
、
快
適
な
歩
行
空
間
確
保
を

目
的
に
、
市
が
現
行
の
道
路
法

や
道
路
構
造
令
に
合
致
す
る
計

画
と
し
た
。

質
問
　
昭
島
市
は
地
権
者
・
住

民
の
意
見
を
聞
き
、
一
部
の
エ

リ
ア
は
区
画
整
理
事
業
を
見
直

す
と
の
方
針
だ
が
、
羽
村
市
も

エ
リ
ア
ご
と
に
地
権
者
・
住
民

の
意
見
を
聞
い
て
は
ど
う
か
。

市
長
　
今
後
の
事
業
の
最
適
な

進
め
方
を
導
き
出
し
て
い
く
過

程
で
、
そ
の
時
期
や
具
体
的
な

手
法
等
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
は

�

男
女
平
等
条
例
に
改
正
を

質
問
　
男
女
共
同
参
画
は
男
女

平
等
を
実
現
す
る
た
め
の
具
体

的
手
法
と
考
え
る
。
男
女
平
等

条
例
に
改
正
し
て
は
ど
う
か
。

市
長
　
男
女
平
等
は
基
本
理
念
、

男
女
共
同
参
画
は
行
動
指
針
で

あ
る
こ
と
を
定
義
し
、
条
例
制

定
と
な
っ
た
。
こ
の
条
例
を
大

切
に
し
、
積
極
的
に
男
女
共
同

参
画
社
会
の
形
成
の
促
進
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

羽村大橋に接続させる道路予定地

《Ｑ》40メートルの道路幅は住民が望んだものか
《Ａ》市が道路法や道路構造令に合致する計画とした

門間 淑子 議員（市民ネットワーク）
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令
和
版
進
取
の
気
性
に
よ
る

�

ま
ち
づ
く
り

公
共
施
設
の
取
組
み
の
さ
ら
な

る
充
実

質
問
　
プ
リ
モ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

は
む
ら
で
始
ま
っ
た
本
の
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
今
後
は
。

教
育
長
　
本
の
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ

ュ
サ
ー
ビ
ス
は
、
図
書
館
司
書

が
推
薦
図
書
を
選
ん
で
手
渡
し

す
る
サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
、
主
に

子
ど
も
の
読
書
活
動
を
後
押
し

す
る
取
組
み
で
あ
る
。
小
・
中

学
校
の
午
後
の
授
業
が
比
較
的

少
な
い
水
曜
日
に
行
っ
て
い
る
。

三
つ
の
図
書
館
分
室
が
終
了
と

な
る
来
年
１
月
以
降
は
、
日
数

を
拡
大
し
、
内
容
を
充
実
さ
せ
、

市
民
の
読
書
活
動
を
一
層
支
援

し
て
い
く
。

質
問
　「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ア
ワ
ー
ド

西
多
摩
２
０
２
２
」
で
、
ス
ポ

ー
ツ
施
設
の
広
域
利
用
の
話
題

が
あ
っ
た
が
羽
村
市
の
考
え
は
。

教
育
長
　
令
和
３
年
３
月
に
改

訂
さ
れ
た
「
西
多
摩
地
域
広
域

行
政
圏
協
議
会
計
画
」
に
、
公

共
施
設
の
広
域
利
用
に
向
け
た

検
討
が
盛
り
込
ま
れ
た
こ
と
か

ら
、今
後
、ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
広

域
利
用
の
検
討
が
な
さ
れ
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。
市
と
し
て

も
協
議
会
の
一
員
と
し
て
、
他

市
町
村
と
共
に
検
討
し
て
い
く
。

公
共
交
通
の
さ
ら
な
る
充
実

質
問
　
あ
き
る
野
市
の
よ
う
に
、

青
梅
線
以
西
地
区
に
デ
マ
ン
ド

型
交
通
の
実
証
運
行
を
で
き
な

い
か
。

市
長
　
現
段
階
で
は
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
に
よ
る
運
航
が
適
し

て
い
る
と
捉
え
て
い
る
。
利
用

者
数
の
推
移
や
、
あ
き
る
野
市

の
実
証
運
行
の
結
果
な
ど
を
参

考
に
利
点
や
実
証
実
験
の
必
要

性
等
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
を

進
め
て
い
く
。

《Ｑ》本のコンシェルジュの今後は
《Ａ》日数の拡大や内容を充実させていく

読書活動を支援する取組みのひとつ（おは
なし会）

印南 修太 議員（自由民主党創生）

公
共
施
設
等
の
管
理
に
つ
い
て

質
問
　
建
築
か
ら
60
年
を
迎
え

る
市
内
の
小・中
学
校
は
、建
替

え
な
ど
も
検
討
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
る
が
。

市
長
　
施
設
を
適
切
に
維
持
・

保
全
し
て
い
く
た
め
、
耐
用
年

数
の
60
年
を
迎
え
る
タ
イ
ミ
ン

グ
で
耐
力
度
及
び
劣
化
度
調
査

を
実
施
し
た
上
で
長
寿
命
化
改

修
に
着
手
し
て
い
く
計
画
で
あ

る
。
現
時
点
で
は
、
建
替
え
に

つ
い
て
具
体
的
な
検
討
は
行
っ

て
い
な
い
。

質
問
　
市
道
が
老
朽
化
し
て
い

る
が
、
全
て
を
再
舗
装
す
る
た

め
に
は
、
ど
の
く
ら
い
の
費
用

が
必
要
か
。

市
長
　
一
概
に
算
出
す
る
こ
と

は
難
し
い
が
、
市
道
の
舗
装
面

積
は
、
１
０
２
万
４
１
０
４
平

方
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
約
87
億
円

と
試
算
さ
れ
る
。

質
問
　
公
共
施
設
等
の
管
理
に

か
か
る
費
用
と
、
羽
村
駅
西
口

土
地
区
画
整
理
事
業
費
用
に
つ

い
て
優
先
度
は
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
る
か
。

市
長
　
ど
ち
ら
も
市
民
生
活
や
、

ま
ち
の
発
展
に
と
っ
て
大
切
な

事
業
で
あ
り
、
一
概
に
優
先
順

位
を
お
答
え
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。

職
場
体
験
に
つ
い
て

質
問
　
コ
ロ
ナ
禍
で
職
場
体
験

の
実
施
に
つ
い
て
、
各
校
で
対

応
が
分
か
れ
た
が
、
市
と
し
て

対
応
を
統
一
す
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
か
。

教
育
長
　
職
場
体
験
を
は
じ
め
、

学
校
行
事
は
法
令
上
、
実
施
の

可
否
を
校
長
が
判
断
し
て
い
る
。

今
回
の
場
合
、
各
学
校
な
ど
の

感
染
状
況
が
異
な
っ
て
い
た
こ

と
も
あ
り
、
市
と
し
て
対
応
を

統
一
す
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

《Ｑ》老朽化した市道全てを再舗装する費用はどのくらいか

《Ａ》約87億円と試算される

舗装状況が劣化している市道

櫻沢 康 議員（新緑会）
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献
血
の
促
進
に
関
し
て

質
問
　
過
去
10
年
間
の
献
血
実

績
の
推
移
は
。

市
長
　
10
年
前
と
比
較
し
年
間

70
人
ほ
ど
減
少
し
て
お
り
、少
子

高
齢
化
が
原
因
と
捉
え
て
い
る
。

質
問
　
市
内
の
献
血
協
力
団
体

を
ど
う
把
握
し
て
い
る
か
。

市
長
　
２
つ
の
企
業
が
協
力
し

て
い
る
。「
献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
で
は
、
東
京
羽
村
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
と
町
内
会
連
合
会

に
も
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
。

質
問
　
今
後
の
啓
発
計
画
は
。

市
長
　
若
い
世
代
に
協
力
い
た

だ
け
る
よ
う
、市
公
式
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ

ｔ
ｅ
ｒ
な
ど
を
活
用
し
て
い
く
。

消
防
署
通
り
・

 

間
坂
街
道
に
つ
い
て

質
問
　
交
通
量
を
ど
う
捉
え
て

い
る
か
。

市
長
　
朝
夕
の
時
間
帯
は
、
通

過
す
る
車
両
な
ど
に
よ
り
交
通

量
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

質
問
　
福
生
警
察
署
と
ど
の
よ

う
な
協
議
を
行
っ
て
い
る
か
。

市
長
　
連
携
協
力
し
、
標
示
の

設
置
や
現
地
確
認
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。
意
見
交
換
す
る
中
で
、

交
通
安
全
の
強
化
・
充
実
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

奥
多
摩
街
道
の

�

大
型
車
規
制
に
つ
い
て

質
問
　
大
型
車
の
時
間
帯
別
な

ど
の
通
行
規
制
は
で
き
な
い
か
。

市
長
　
交
通
規
制
は
、
警
視
庁

や
東
京
都
公
安
委
員
会
が
定
め

て
い
る
。
羽
村
市
は
、
引
き
続

き
福
生
警
察
署
と
意
見
交
換
し

て
い
く
。

プ
リ
モ
ホ
ー
ル
ゆ
と
ろ
ぎ

�

地
下
駐
車
場
に
つ
い
て

質
問
　
障
が
い
者
用
ス
ペ
ー
ス

に
カ
ラ
ー
コ
ー
ン
が
置
い
て
あ

る
の
は
な
ぜ
か
。

市
長
　
障
害
の
あ
る
方
以
外
の

駐
車
が
あ
る
と
の
苦
情
が
あ
っ

た
た
め
設
置
し
た
。
指
摘
を
受

け
、
す
で
に
撤
去
し
た
。

《Ｑ》献血事業のさらなる啓発計画は？
《Ａ》若い世代向けに、市公式Twitter等を活用する

献血キャンペーン（五ノ神会館）

濱中 俊男 議員（新緑会）

山崎 陽一 議員（世論）

区
画
整
理
撤
回
要
求
第
62
弾

質
問
　
50
ヘ
ク
タ
ー
ル
未
満
の

区
画
整
理
の
在
り
方
の
決
定
権

は
自
治
体
か
。

市
長
　
決
定
権
は
、
市
町
村
で

あ
る
。

質
問
　
事
業
計
画
変
更
の
プ
ロ

セ
ス
は
市
長
発
議
、
権
利
者
の

意
向
、
見
直
し
検
討
、
住
民
説

明
、
都
認
可
、
議
決
と
思
う
が
。

市
長
　
庁
内
の
検
討
体
制
を
整

え
、
提
言
を
参
考
に
、
最
適
な

進
め
方
を
導
き
出
し
て
い
く
。

質
問
　
住
民
の
声
を
聴
く
の
は
、

不
可
欠
で
は
な
い
か
。

市
長
　
国
や
都
と
の
協
議
を
含

め
、
そ
の
時
期
や
具
体
的
な
手

法
等
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

質
問
　
裁
判
の
原
告
約
１
０
０

人
が
移
転
を
拒
否
し
た
ら
ど
う

な
る
か
。

市
長
　
移
転
協
議
が
難
航
す
る

と
事
業
継
続
は
困
難
で
あ
る
。

質
問
　
羽
村
大
橋
拡
幅
完
了
時

期
、
３
・
４
・
12
号
線
の
掘
割

部
、
Ｊ
Ｒ
踏
切
ア
ン
ダ
ー
パ
ス

の
着
工
と
完
了
は
い
つ
か
。

市
長
　
大
橋
拡
幅
は
搬
入
路
の

確
保
に
向
け
た
協
議
中
と
聞
い

て
い
る
。
３
・
４
・
12
号
線
は

警
視
庁
や
都
と
協
議
中
。
Ｊ
Ｒ

踏
切
と
の
立
体
交
差
は
本
事
業

と
は
別
事
業
で
答
え
ら
れ
な
い
。

質
問
　
検
証
会
議
の
論
点
は

「
狭
い
道
路
が
多
い
」
だ
が
、

こ
の
道
路
は
法
令
違
反
か
。
市

内
の
４
メ
ー
ト
ル
未
満
道
路
も

区
画
整
理
で
拡
幅
す
る
の
か
。

市
長
　
道
路
法
や
建
築
基
準
法

に
抵
触
し
な
い
。本
事
業
地
区
以

外
の
区
画
整
理
の
計
画
は
な
い
。

質
問
　
都
の
「
地
震
に
関
す
る

地
域
危
険
度
測
定
調
査
」
で
は
、

市
内
は
安
全
地
域
だ
が
ど
う
か
。

市
長
　
調
査
結
果
で
は
、
建
物

倒
壊
・
火
災
・
総
合
危
険
度
な

ど
で
市
全
域
が
危
険
度
の
低
い

水
準
で
あ
る
。

《Ｑ》裁判の原告約100人が移転拒否ならどうなるか

《Ａ》移転協議が難航すると事業継続は困難である

羽村大橋から都道３・４・12号線JＲ踏切
までの完了時期は未定
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英
語（
外
国
語
）教
育
の
今
後

�

と
言
語
化
能
力
に
つ
い
て

質
問
　
こ
れ
ま
で
の
英
語
教
育

の
評
価
は
。

教
育
長
　
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
活
用
し
た

授
業
の
工
夫
に
よ
り
、
小
学
校

の
低
学
年
か
ら
中
学
年
に
か
け

て
英
語
の
音
声
に
慣
れ
親
し
ま

せ
、
楽
し
く
学
び
な
が
ら
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
素
地

を
養
っ
て
き
た
。
高
学
年
で
は
、

身
近
な
こ
と
に
つ
い
て
基
本
的

な
表
現
に
よ
っ
て「
聞
く
」こ

と
、「
話
す
」こ
と
に
加
え
、
積

極
的
に「
読
む
」こ
と
、「
書
く
」

こ
と
を
含
め
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の
基
礎
を
養
っ
て

き
た
。
中
学
校
で
は
、
身
近
な

話
題
に
つ
い
て
理
解
し
た
り
表

現
し
た
り
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
指
導
し
て
き
た
。
成
果

は
、
東
京
都
教
育
委
員
会
の
令

和
４
年
度
の
調
査
で
現
れ
て
い

る
。「
英
語
の
授
業
の
内
容
は

ど
の
く
ら
い
分
か
り
ま
す
か
」

と
い
う
問
い
に
対
し
て
、
中
学

３
年
生
の
肯
定
的
な
回
答
は
、

都
の
平
均
値
と
比
べ
て
プ
ラ
ス

５・２
ポ
イ
ン
ト
、「
英
語
の
学

習
は
ど
の
く
ら
い
得
意
で
す

か
」
で
は
プ
ラ
ス
６・
８
ポ
イ

ン
ト
で
あ
っ
た
。

質
問
　
今
後
の
英
語
教
育
を
ど

う
進
め
て
い
く
か
。

教
育
長
　
９
年
間
の
英
語
教
育

が
目
指
す
の
は
、
英
語
に
よ
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の

育
成
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
取

組
み
を
生
か
し
つ
つ
、「
英
語

を
用
い
て
何
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
か
」
と
い
う
観
点
を
重
視

し
な
が
ら
、
互
い
の
考
え
や
気

持
ち
を
伝
え
合
う
学
習
活
動
を

一
層
推
進
し
て
い
く
。

■
そ
の
他
の
質
問

内
部
統
制
を
ど
う
進
め

る
か
／
災
害
に
備
え
て

《Ｑ》これまでの英語教育の評価は
《Ａ》英語教育に対する肯定的な態度が養われている

ALT（英語指導助手）との交流会の様子

水野 義裕 議員（令和かがやき）

《Ｑ》都の害獣防除実施計画に参加し対策を進めるべき
《Ａ》参加し、害獣被害予防の普及啓発と捕獲に取り組む

害
獣
対
策
は
進
ん
で
い
る
か

質
問
　「
東
京
都
ア
ラ
イ
グ
マ・

ハ
ク
ビ
シ
ン
防
除
実
施
計
画
」

に
参
加
し
、対
策
を
す
べ
き
で
は
。

市
長
　
令
和
３
年
度
は
情
報
提

供
が
10
件
、ア
ラ
イ
グ
マ
１
頭
を

捕
獲
。都
の
計
画
に
参
加
し
、害

獣
被
害
予
防
の
普
及
啓
発
と
、害

獣
の
捕
獲
に
も
取
組
ん
で
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン 

 

ザ
の
同
時
流
行
へ
の
備
え
は

質
問
　
同
時
流
行
へ
の
備
え
は
。

市
長
　
平
日
夜
間
急
患
セ
ン
タ

ー
で
有
症
状
者
に
同
時
検
査
が

可
能
な
キ
ッ
ト
を
活
用
し
診
断
、

投
薬
等
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

今
年
度
、
65
歳
以
上
の
市
民
等

を
対
象
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
の
無
償
化
事
業
を
実
施

し
て
い
る
。

質
問
　
か
か
り
つ
け
医
等
で
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
状
況
と
、
そ

の
拡
充
は
。

市
長
　
か
か
り
つ
け
医
に
よ
る

個
別
接
種
は
羽
村
市
医
師
会
と

調
整
し
実
施
し
て
い
る
。
拡
充

は
、
状
況
を
見
極
め
調
整
す
る
。

道
路
の
交
通
安
全
と

 

騒
音
対
策
に
つ
い
て

　

交
通
事
故
が
後
を
絶
た
ず
、

ま
た
、
動
物
公
園
通
り
の
車
両
の

騒
音
・
振
動
に
悩
む
声
も
あ
る
。

質
問
　
危
険
な
場
所
で
の
横
断

者
、
ド
ラ
イ
バ
ー
等
双
方
へ
の

注
意
喚
起
を
警
察
と
連
携
し
推

進
を
し
て
は
。

市
長
　
歩
行
中
の
交
通
事
故
は
令

和
３
年
は
27
件
。
意
識
啓
発
、
注

意
喚
起
の
方
法
な
ど
協
議
す
る
。

質
問
　
車
両
速
度
を
落
と
せ
ば

騒
音
・
振
動
は
軽
減
す
る
。
速

度
指
定
の
検
討
を
警
察
と
協
議

を
し
て
は
。

市
長
　
主
要
な
道
路
の
騒
音
や

振
動
の
調
査
で
は
基
準
値
内
。

現
段
階
で
見
直
し
は
難
し
い
。

富永 訓正 議員（公明党）

アライグマとハクビシン
（東京都の外来種対策マニュアルより抜粋）
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令和４年11月１日～令和５年１月31日の主な活動

市議会議員は、定例会や臨時会のほかにも、各々が所属する委員会や一部事務組合等に
関係する会議や視察、研修などにも出席しています。

11月

２日� ▪�全国市議会議長会基地協議会第104回理事会
７日� ▪�令和４年第２回瑞穂斎場組合議会定例会�
� � ▪�全国市議会議長会基地協議会関東部会総会

（総会・視察・意見交換会）
８日� ▪�厚生委員会調査研究活動（羽村私立保育園協

議会との懇談会）
９日� ▪�三多摩上下水及び道路建設促進協議会第３委

員会
10日�▪�令和４年第２回西多摩衛生組合議会定例会
� � ▪�第12回議会運営委員会
11日�▪�東京都市議会議長会正副会長会議
� � ▪�令和４年第３回青梅、羽村地区工業用水道企

業団議会定例会
� � ▪�令和４年第３回羽村・瑞穂地区学校給食組合

議会定例会
15日�▪�厚生委員会市民インタビュー（羽村市傾聴ボ

ランティア・糸でんわ）
16日�▪�第５回羽村市議会臨時会
� � ▪�第４回羽村市多摩都市モノレール建設促進及

び公共交通対策特別委員会
� � ▪�第８回議員全員協議会
21日�▪�東京都市議会議長会理事会・定例総会
28日�▪�第13回議会運営委員会
� � ▪令和４年第２回福生病院企業団議会定例会

12月

６日� ▪�第14回議会運営委員会
� � ▪�第６回羽村市議会定例会（初日）

７日� ▪�第６回羽村市議会定例会（２日目）
８日� ▪�第６回羽村市議会定例会（３日目）
９日� ▪�第６回羽村市議会定例会（４日目）
13日�▪�一般会計等予算審査特別委員会（補正予算）
14日�▪�第５回経済委員会
� � ▪�第４回総務委員会
15日�▪�第10回厚生委員会
� � ▪�第15回議会運営委員会
19日�▪�第16回議会運営委員会
21日�▪�第６回羽村市議会定例会（最終日）
� � ▪�第９回議員全員協議会
22日�▪�第８回広報委員会

1月

11日�▪�令和５年第１回広報委員会
16日�▪�令和４年度議員研修会（「発達支援について」）
� � ▪�三多摩上下水及び道路建設促進協議会第３委

員会
18日�▪�令和４年度瑞穂斎場組合行政視察
19日�▪�経済委員会市民インタビュー（羽村市商工会

青年部）
23日�▪�東京都三多摩地区消防運営協議会役員会・第

２部会
24日�▪�三多摩上下水及び道路建設促進協議会第１委

員会正副委員長会議
30日�▪�三多摩上下水及び道路建設促進協議会第２委

員会�
31日�▪�東京都市議会議長会正副会長会議

市議会からのお知らせ

　令和３年12月に議長に提出した、第７次議会改革の答申を踏まえ、継続協議項目である「議場への飲料
水などの持ち込みの許可」について、議会運営委員会で検討を重ねてきました。その結果、羽村市議会傍聴
規則および羽村市議会委員会傍聴規則の一部を改正し、令和４年12月定例会から体調管理のため議場へ傍
聴人が飲料水を持ち込むことを可能としました。※議員および市長、市職員等についても同様に可能としました。

議場へ飲料水の持ち込みができるようになりました
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視察報告

経済委員会視察報告
令和４年度常任委員会視察報告

▲集合住宅や店舗、駐車場が並ぶ整備済の中神駅北口

経
済
委
員
会

委
員
長　
山
崎
陽
一

副
委
員
長　
大
塚
あ
か
ね

委　
　
員　
中
嶋　
勝
、
印
南
修
太

　
　
　
　
　
秋
山
義
徳
、
櫻
沢　
康

研
究
テ
ー
マ

都
市
計
画
及
び
都
市
基
盤
整
備
に
つ
い
て

視
察
概
要

実
施
日 

10
月
４
日

場
所 
昭
島
市
土
地
区
画
整
理
事
務
所

視
察
事
項 
中
神
土
地

 
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て

大
幅
に
見
直
し
た

中
神
土
地
区
画
整
理
事
業

市
長
が
調
査
会
に
諮
問
。
駅
前
の	

み
を
整
備
し
、
他
は
別
の
手
法
で

　

中
神
駅
北
側
地
域
を
整
備
す
る
こ

の
事
業
は
１
９
６
４
年
か
ら
始
ま
り

第
一
工
区
は
終
了
。
現
在
は
羽
村
駅

西
口
と
同
規
模
の
第
二
工
区
45
ヘ
ク

タ
ー
ル
を
３
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
進

め
て
い
る
。
見
直
し
の
始
ま
り
は
２

０
２
０
年
。
50
年
以
上
経
過
し
た
事

業
に
つ
い
て
、
権
利
者
へ
の
意
向
調

査
を
実
施
。
事
業
の
見
直
し
を
求
め

る
意
見
が
７
割
近
く
を
占
め
た
。
市

長
は
権
利
者
等
で
構
成
さ
れ
る
調
査

会
に
事
業
の
あ
り
方
を
諮
問
し
、
そ

の
答
申
に
基
づ
く
見
直
し
案
に
よ
り
、

東
京
都
と
調
整
を
行
っ
た
。

　
羽
村
市
は
今
年
度
、
羽
村
駅
西
口
土
地
区
画
整
理
事
業
に
関
す
る

検
証
会
議
を
設
置
し
、
今
後
の
事
業
の
最
適
な
方
向
性
を
導
き
出
す

と
し
て
い
ま
す
。

　
市
と
同
様
の
行
政
課
題
を
抱
え
る
他
市
の
取
組
み
と
し
て
、「
社
会

変
化
、
事
業
長
期
化
へ
の
懸
念
」か
ら
計
画
変
更
を
進
め
る
中
神
土
地

区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て
、
そ
の
検
討
経
過
や
事
業
区
域
の
現
状
を

視
察
し
ま
し
た
。

　市議会議員は、先進的な取組みや、特徴ある施策を行って事業効果をあげている自治体や団体に学び、羽
村市が抱えるさまざまな課題などについて理解を深め、今後の行政運営に反映させるため、行政視察を行っ
ています。コロナ禍を考慮したうえで令和４年度に実施した、経済委員会の視察の概要を報告します。

▲区画整理地区内の現状の説明を受けました
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▲昭島市の担当の方から説明を受けました ▲交通量抑制のため、車止めで道路を狭める第三工区

移
転
」と
い
う
羽
村
市
の
事
業
に
お
い

て
も
、
見
直
し
等
を
行
う
際
に
は
、

住
民
意
向
を
反
映
す
る
こ
と
が
解
決

の
糸
口
の
ひ
と
つ
で
あ
る
こ
と
を
実

感
し
た
。

た
。
今
後
は
、
代
替
計
画
の「
中
神
駅

北
側
地
域
整
備
計
画
」に
沿
っ
て
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
と
い
う
。
区
画
整

理
事
業
で
整
備
済
の
北
口
駅
前
に
は
、

す
で
に
集
合
住
宅
や
店
舗
、
駐
車
場

が
並
ぶ
。

　
視
察
を
通
し
、「
約
１
０
０
０
棟
が

住
民
の
意
向
が
、

	

都
と
の
度
重
な
る
調
整
の
支
え

　
「
長
期
化
す
る
事
業
を
早
く
終
わ
ら

せ
て
ほ
し
い
」と
の
権
利
者
の
意
向
を

支
え
に
、
認
可
権
者
で
あ
る
東
京
都

と
度
重
な
る
調
整
を
行
い
、
市
は
事

業
の
見
直
し
を
進
め
る
こ
と
が
で
き

　

第
二
工
区
の
う
ち
、
駅
前
ブ
ロ
ッ

ク
は
整
備
を
進
め
、
未
着
手
の
北
・

西
ブ
ロ
ッ
ク
及
び
第
三
工
区
は
道
路

や
公
園
の
み
整
備
す
る
見
直
し
内
容

と
し
た
。
移
転
家
屋
は
80
％
減
少
、

事
業
費
は
40
％
減
少
す
る
と
い
う
。

▲中神土地区画整理事業工区図（一部拡大）

中神土地区画整理事業の経過

1960年� 都市計画決定
1976年� 区域を３つに工区分割
1988年� 第二工区を駅前、北、西に分割
1995〜
1999年� 駅前ブロック仮換地指定�
2003年� 第18回事業計画変更。
� 2023年度までの計画となる
2020年� �長期化が避けられないために、地権者意向調査実施。

７割近くが「事業見直し、別の手法」を求める
2020年� �権利者（公募）14人、専門家2人の調査会へ「事業のあ

り方」を諮問。事業の見直しを答申
2022年� �中神駅北側地域整備計画を住民説明のうえ、策定
2023年� �事業計画変更（第二工区事業区域縮小・第三工区事業

区域除外）認可（予定）、都市計画変更決定（予定）
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議会を見よう！知ろう！
～次の定例会は３月～

以下の方法で議会をご覧いただけます。

議場で傍聴　ライブで！
新型コロナウイルス感染防止対策により、
傍聴者の健康を守る観点から、議場にお
越しになる際は、マスクの着用や手指消
毒などのご協力をお願いしています。咳
や発熱などの症状がある場合は、傍聴を
控えてください。傍聴の受付は、4階議会
事務局で行っています。

1

ケーブルテレビで生中継
多摩ケーブルネットワーク（TCN）で、本会
議の様子を生中継でご覧になれます。放
送日は横のカレンダーをご参照ください。

2

会議録で読む
会議終了後２か月程度で会議録ができあ
がります。冊子または、羽村市公式ウェ
ブサイトから見ることができます。

4

インターネットで録画中継
開催日の３日後（土・日曜日、祝日を除く）
から、インターネットで録画中継を見る
ことができます。

3

■陳情〆…請願・陳情の３月定例会審議予定分の締切
■議　運…議会運営委員会
■常任委…常任委員会（総務、経済、厚生）
■予特（補正）
　…一般会計等予算審査特別委員会（令和4年度補正予算）
■予特…一般会計等予算審査特別委員会（令和5年度予算）
※会議の予定は変更になる場合があります。
　詳細は議会事務局までお問合せください。

しぎかいカレンダー
●3月定例会の予定●

	 日	 月	 火	 水	 木	 金	 土

	 	 	 	 2 /16	17	 18	

19	 20	 21	 22	 23	 24	 25	

26	 27	 28	 3 /1	 2	 3	 4	

5	 6	 7	 8	 9	 10	 11	

12	 13	 14	 15	 16	 17	 18	

19	 20	 21	 22	 23	 24	 25

議運

陳情〆

本会議本会議 本会議

予特 予特

議運

予特

本会議

本会議 常任委 常任委
予特
（補正）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
の

兆
し
が
見
え
な
い
中
、
12
月
定
例
会
で
も
、

感
染
症
対
策
を
中
心
と
し
た
補
正
予
算
案
を

審
議
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
内
の
公
園
の
指
定
管
理
者
を
指

定
す
る
議
案
の
審
議
で
は
、
市
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
と
の
関
わ
り
を
は
じ
め
、
多
く

の
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
４
月
か
ら
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
身
近
に
利
用
し
て
い
る
公
園
を
指
定
管
理

者
が
効
果
的
・
効
率
的
に
管
理
運
営
し
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
利
用
し
や
す
く
、
快
適
な

公
園
に
な
る
新
た
な
取
組
み
で
す
の
で
、
お

気
づ
き
の
点
に
つ
い
て
、
ぜ
ひ
、
お
近
く
の

議
員
に
声
を
届
け
て
く
だ
さ
い
。

　
今
後
も
、
議
会
だ
よ
り
を
通
し
て
、
議
会

で
の
審
議
の
過
程
や
様
子
を
わ
か
り
や
す
く

お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。�

�

（
浜
中
）

【
広
報
委
員
会
委
員
】

　
冨
松　
崇（
委
員
長
）

　
山
崎　
陽
一（
副
委
員
長
）

　
櫻
沢　
康　
　
　
浜
中　
順

　
大
塚　
あ
か
ね　
西
川　
美
佐
保

　
石
居　
尚
郎　
　
濱
中　
俊
男


